



















The Recognition of the Resident and the User
and the Hydraulic Effects of Vegetation on Maintenance of the Hino River
Eiichi HIROBE, Masashige TAYASU, Yoshiyuki TANAKA, Tatsuya TAKAHARA
The River Laws of 1997 have been revised. This includes an update on the formulation process 
for river development to include content that "reflects the views of residents and users." However, 
few residents or users have participated in meetings addressing river development. In this study, 
we investigated resident and river user awareness by administering a questionnaire. Additionally, 
the status of vegetation overgrowth was digitized to calculate its hydraulic effect on flood discharge. 
Herein we analyze the discharge capacity given the vegetation's present status and project discharge 
capacity should trees be cleared.





































模の洪水である昭和 28 年 9 月型洪水が発生した場合，九














































































































い」と答えた 75％の住民が 0 年前より水がきれいになっ
たとは思っていない．これらより，住民は日野川の水質は
改善されていないと意識していることが分かった．




































































































































































加速度，h は水深，ρ は水の密度，zs は基準面からの水位，
は（x,y）座標での水深平均 Reynolds 応
























































鼻堰が在るため，5.60km 地点～ 2.40km 地点（浅水川
と和田川と天王川の合流地点の直上流～吉野瀬川の合流
























４. １に示すように全体で 48 種類の群落名等を設定して，
粗度係数 n あるいは密生度 λt を与えた．
図４．２　日野川の河川環境情報図
日野川の河川整備に対する地域住民と河川利用者の意識及び河道内樹木が洪水流に与える影響の評価













高木林（樹高 8 ～ 4 ｍ，幹径 30 ～ 50cm）
 0.03 ｍ－
低木林（樹高 5 ～ 6 ｍ） 0.023 ｍ－






高木林（平均樹高 8.0 ｍ） 0.028 ｍ－
低木林（平均樹高 7.0 ｍ） 0.035 ｍ－
渡良瀬川 8）（群馬県）




高木林（樹高 7 ～ 5 ｍ） 0.03 ｍ－
竹林　（樹高 2 ｍ） 0.286 ｍ－
乙津川 0）（大分県）
常緑広葉樹林（幹径 45cm） 0.0585 ｍ－
マダケ（幹径 4.9cm） 0.70 ｍ－
メダケ（幹径 .6cm） 0.254 ｍ－
表４．１に，48 種類の群落名等に設定した日野川の粗度




















　（撮影 : 平成 11 年 8 月）　　　（撮影 : 平成 20 年 10 月）
写真４．３　 江大橋から上流を撮影
写真４．１　 江大橋上流（撮影 : 平成 16 年７月）




















～ 22.80km で 0.030，22.80km ～ 29.60km で 0.035 と











































図４. ６は，平成 5 年度～平成 2 年度に伐採された樹
木からは流れの抗力を受けないとして，平成 22 年 3 月に
おける河道では，どの位の流下能力があるかを試算したも
のである．ここで，地覆状況により読み取る密生度と粗度
係数は，前記のように表 4 . 1 に示した値を設定した．な
お，樹木が伐採された箇所は伐採後に草本群落が繁茂する
事を想定して，草本類の粗度係数 n=0.035 を与えた．





く表れ，図４．６では 200m3/s ～ 500m3/s 程度の流量
では計画高水位を超える区間は無いものの，前記の計画流
量は流下できないようである．概観すると，樹木伐採によ
る流下能力への影響は流量の 2 ～ 3 割程度，水位への影
響は１～ .5m 程度と推定される．








図４．６　河道内樹木を考慮した流下能力と水位（平成 22 年における植生状況の場合） 
日野川の河川整備に対する地域住民と河川利用者の意識及び河道内樹木が洪水流に与える影響の評価














図４．９は，前節の平成 5 年 0 月における植生状況の場
合，図４．10 は，前節の平成 22 年３月における植生状況





























図４．13 は，前節の平成 5 年 0 月における植生状況の





































































34 号，pp.3-43，2000 年  月．
４）廣部英一・田安正茂・岡田和之：日野川における河道内植生
域の経年変化および樹木伐採による洪水流への影響，環境情














第 803 巻，pp.9-04，2005 年２月．
0）重枝未玲・朝位孝二・坂本　洋・長太茂樹・秋山壽一郎・樋
口直樹・重岡広美・徳永智宏：樹木群を考慮した平面 2 次
元数値モデルによる乙津川の洪水流解析，水工学論文集，第
50 巻，pp.7-76，2006 年２月．
33
（a）地域住民へのアンケート用紙（回答者属性の用紙は未掲載）
（b）河川利用者へのアンケート用紙（回答者属性の用紙も掲載）
付図　アンケート用紙
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